
自
然
と
と
も
に

与
那
覇

モ
ト
子

石
狩
町

に
は
丘
陵
、

川
、

海

の
豊

か

な
自

然
、
そ

の
上
、

防
風
林

と

い
う
貴

重
な
グ
リ
ー

ソ
ベ

ル
ト
が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

ら

の
実
情

と

日
頃

の
体
験

を

紹
介

し
ま

し

ょ
う
。

丘

の
あ
た

り

町

の
北

部
、

五

の
沢

、
高

岡

は
、
樺

戸

山

地

の
南
裾

に
あ

た

り
百

メ
ー

ト

ル
内
外

の
丘

陵

地

域

で
す
。

ト
ド

マ
ツ
、

カ

ラ

マ
ツ
等

の

人

工
林

も

あ
り

ま
す

が
、

ほ
と

ん
ど

は

エ
ゾ

イ

タ
ヤ
、

シ
ナ
ノ

キ
、

ミ
ズ

ナ

ラ
、

ハ
リ
ギ

リ
等
、

た

く
さ

ん

の
落

葉
広

葉
樹

が

交
ざ

り

あ

っ
た
自
然

林

で
覆

わ
れ

て

い
ま
す
。

春
先

の
林
床

に
は

フ
ク
ジ

ュ
ソ
ウ
、

カ

タ
ク
リ
、

ニ
リ

ソ
ソ
ウ
、

マ
イ
ズ

ル
ソ
ウ
、

エ
ゾ

エ
ソ

ゴ
サ
ク
等
、

ま
た
、
沢

に
は
ミ
ズ

バ

シ

ョ
ウ
、

ザ
ゼ

ソ
ソ
ウ

に
加

え

エ
ゾ

ノ
リ

ュ
ウ

キ

ソ
カ

の
黄
色

が

目
に

つ
き
ま

す
。

そ

の
緑

豊

か

な
丘
陵

を
厚

田
方

面
、

ま
た

は
当
別

方
面

に
車

を
走

ら
せ

る
と
、

い
き
な

り
人

工
的
な

広

々
と
切

り
開

か
れ

た
グ

リ
ー

ソ
に
出
会

い
ま
す
。

ゴ

ル
フ
場

で
、

こ
の
界

隈

(
厚

田
村
、

当

別
町
を

含
む

)

に
七
箇

所

も

あ
り

ま
す
。

沢

に
下
り

る
と

花
畑

に
覆

い
か

ぶ
さ

る
よ

う

に

タ
イ

ヤ
や
洗
濯

機
、

瓦
礫

な

ど

の
大

型

ご

み

の
山
。

思

わ
ず

目
を
そ

む
け
た

く
な

り

ま
す
。
山
菜

と

り

の
時
期

に
な
る

と
大
勢

の
人

た

ち

が
押

し
寄

せ
、

タ

ラ

ソ
ボ
、

ウ
ド
、

ワ
ラ

ビ
等
手

当

た
り
次
第

に
と

り
ま

く
り
ま

す
。

農
家

の
方

は

「
山
菜
と
り

の

マ
ナ
ー
が
悪
く

、

フ
キ
で
さ

え
根
腐
れ
を
起

こ
し
て
少
な
く
な

っ

て

い
る
」

と

嘆

い
て

い
ま

す
。

河
畔

の
状

況

町

の
ほ
ぼ
中

央
を
流

れ

る
石
狩

川
。

石
狩

大
橋

の
少

し

上
流
、
右

河
畔

に
は
ヤ

チ

ハ
ソ

ノ
キ
、

ヤ

チ
ダ

モ
、

ヤ
ナ

ギ
等

の
天
然
林

が

あ

り
、

そ

の
林
床

に
四

五

ヘ
ク

タ
ー

ル
も

の

ミ
ズ

バ

シ

ョ
ウ
が
群
生

し

て

い
ま

し
た
。

平

成

三
年
、

堤
防

を

ニ
メ
ー

ト

ル
嵩
上

げ
す

る

た

め
、

五
〇

メ
ー

ト

ル
に
わ

た
り

(
四

ヘ
ク

タ

ー

ル
)
埋

め
立

て
る
計
画

を
、
市

民

は
じ

め
自

然
保

護
関
係

の
先

生
方

の
働
き

で
、
築

堤

の
工
法

を
変

え
、
ど

う

に
か

三
〇

メ
ー
ト

ル
埋

め
立

て
に
し

て
も

ら

い
ま
し
た
。

根

元

か
ら
切

ら

れ
た

ヤ
チ

ハ
ソ
ノ
キ

の
燈
黄

色

の

切

り
株

は
血

で
も
流

し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

掘

り
起

こ
さ
れ

た
ミ
ズ

バ

シ

ョ
ウ
は

二
箇
所

に
分

け

て
移

植
さ

れ
ま

し
た
が
、

今
年

は
跡

形

も

な
く
消

え

て
し
ま

い
ま

し
た
。

ミ
ズ

バ

シ

ョ
ウ
群

生
地

か
ら

さ
ら

に
数

百

メ
ー

ト

ル
上
流
、

あ
ま

り
丈

の
な

い
ヤ
ナ
ギ

が

生

え

て
い
る
く
ら

い
の
荒

地

に
、

シ

マ
ア

オ
ジ
が

い
る
場
所
が

あ

り
ま
す
。
数

年
前

、

広

い
範

囲

で
河
川
敷

が
掘

ら
れ

る
工
事

が
始

ま

り
ま

し

た
。

工
事

を
見

な
が
ら

シ

マ
ア
オ

ジ

の
住

む
と

こ
ろ
は
と
案

じ

て
い
ま
し
た
ら
、

89



翌
年

、

そ

こ
は
立
派

な

干
潟

に
な

り

シ
ギ
、

チ
ド

リ
、
深

く

掘
ら

れ

た
と

こ
ろ

は
池

に
な

り

カ

モ
類

が
集

ま

る
鳥

の
楽
園

に
変

わ
り

ま

し
た
。

工
事

の
手

が

付

け
ら
れ

な

か

っ
た
所

に
は
、

も
ち

ろ

ん

シ

マ
ァ
オ
ジ

も

い
ま
す
。

イ
ネ
、

イ
グ

サ
、

カ

ヤ

ツ
リ
グ

サ

の
湿
地

の

植
物

も

ど

っ
と

入
り
、

三
年

目

の
今
年

は
、

大
分

草
丈

も
高

く

な

り
ま

し
た
。

池

に
は
、

カ

モ
類

に
交
ざ

り
、

ダ

イ

サ
ギ
、

コ
ウ

ノ
ト

リ
等

が
観
察

さ
れ

た
と

聞
き

ま
す
。

自

然

の

成
長

に
は
目
を

見
張

り

ま
す
。

が
、

ま

た

工

事
が

始
ま

っ
た

の
で
す
。

今
度

は
、

そ

こ
を

埋

め
立

て
に
か

か

っ
て
い
ま
す

。

土
質

か
ら

み

て
対

岸

で
し

ゅ

ん
せ

つ
し

て

い
る

ヘ
ド

ロ

の
よ

う

で
す

。
自

然

は
ど

の
よ
う

に
対
処

す

る

の
で
し

ょ
う

か
。
池

に
近

く

な

っ
た
草

一

つ
な

い
埋
立

地

に
、
猟

解
禁

日
の
催

し

の
看

板

が
立

っ
て

い
ま

し

た
。

海
岸

の
実
態

サ
ケ
漁

で
知

ら

れ

る
石
狩

本
町

地
区

に
、

町

の
中

枢
、

町

役
場

が

あ
り

ま
し

た
が
、

今

年

十

一
月
、

花

川
地

区

に
移
転

し

ま
し

た
。

町
役
場

の
抜

け

た
本

町
地

区

の
過
疎

化
対
策

と
し

て
、
町

は
、

マ
リ

ソ
リ
ゾ

ー

ト
、

石
狩

シ
ー

サ
イ
ド

パ

ー
ク
構

想

を
打

ち
た

て
て
い

ま

す
。
石
狩

川
河

口
に
灯

台

が

あ
り

ま
す
。

明
治

二
十

五
年

に
建

て
ら
れ

た
と

い
い
ま
す

か
ら
、

も
う
、

か
れ

こ
れ
百
年

以
上

に
も

な
り
ま
す
。

そ

の
百
年

間

に
、
灯

台

か
ら

先

に
幅

約

五
百

メ
ー
ト

ル
、

長

さ
約

千

五
百

メ
ー

ト

ル
の
砂

嗜

が

で
き

ま
し

た
。

砂
噛

の

一
部

は
、
昭
和

少 な く な りつ つ あ る ハ マ ボ ウ フ ウ

五
十

三
年

、

町
自
然
保

護
条

例

に
よ
り
、

海

浜
権

物
保

護

地
域

に
指

定

さ
れ
、

監
視

人

を

お
き
、

手
厚
く
保
護

さ
れ

て
き

ま
し
た

の

で
、

五
月

の
イ

ソ
ス
ミ

レ
、

ハ
マ

ハ
タ
ザ

オ
等

の

開

花

を
皮

切

り
に
、

ハ
マ

エ
ン
ド
ウ
、

ハ
マ

ナ

ス
、

ハ
マ
ヒ

ル
ガ
オ
、

カ

ワ
ラ

マ

ツ
バ
、

エ
ゾ

カ

ワ
ラ
ナ
デ

シ

コ
、

ハ
マ
ボ

ウ

フ
ウ
、

ウ

ソ
ラ

ソ
等
、

九
月

ご

ろ
ま

で
次

々
に
海

浜

植
物

が

花
開

き
ま
す
。

ま

た
、

砂
嗜

の
中

程

に
、

年

々
乾
燥

化

し
て
は

き
ま

し

た
が
、

モ

ゥ

セ

ソ
ゴ

ケ
等

生

え
る
湿

地
が

あ

り
、

と
り

わ
け

、

七
月

の

ノ

ハ
ナ

シ

ョ
ウ
ブ

の
群
落

は

見

事

で
す

。

一
方

、
川

側

に
は
年

々
カ

モ
ガ

ヤ
等

帰
化
植

物
が
入

り
込

ん

で
き

て
い
ま

す
。

そ

の
地

域
を

シ
ー

サ
イ
ド

パ

ー
ク
構

想

の

一
環

と
し

て
公
園
化

す

る

こ
と

に
な

り
、
平

成
元
年

、
植

物

調
査

が
始

ま
り
ま

し

た
。

調

査

員

(
私
も

参

加

)
は
、

「
学
習

の
た
め

の

施

設
」

ビ

ジ
タ

ー

セ

ソ
タ
ー
を
設

け

る

こ
と

を

提
案

し
ま

し

た
。

そ
し

て
、

ビ
ジ

タ
ー

セ

ソ
タ
ー
資

料

の
準

備

と
し

て
、

平
成

二
年

に

は
、

ハ
マ
ナ

ス
の
丘
公
園

の
植
物
標
本
作

り
、

平
成

三
年

に
は
花

の
ビ
デ
オ
撮

り
を

し
ま

し

た
。

こ
う
し

て
、

は
ま

な
す

の
丘
公
園

と

ビ

ジ

タ
ー

セ

ソ
タ
!

は
、

平
成

四
年
オ

ー
プ

ソ

し
ま

し
た
。

管

理
運

営

は
、
提
案

し

た
人

た

ち
が
中

心
に
な
り
結

成

し
た

「友

の
会
」

が
、

町
よ

り
委
託

を
受

け
、
市

民

に
対

す

る
自

然

情

報

・
展

示

・
観

察
会

お

よ
び

ゴ
ミ
拾

い
等

行

な

っ
て
き

ま

し
た
。

と

こ
ろ
が

平
成

五
年

度

は
、

町

の
方
針

が
急

に
変

わ

り
ビ
ジ

タ

ー

セ

ソ
タ
ー

は

ア
イ

ス
ク
リ

ー

ム
等

を
売

る
休

憩
所

に
な
り
、

友

の
会

に
は
、

ハ
マ
ナ

ス
の

丘
公

園

で

の
観

察
会

、

花

の
看

板
立

て
、

ゴ

ミ
拾

い
の
み

の
委
託

に
変
わ

り
ま

し
た
。

石
狩
湾

に
面

し

た
砂

丘

(約

二
〇

キ

ロ
)

は
、

石
狩
新

港

、
道

路
等

で
切
断

さ

れ

て
は

い
ま

す
が
、

海
岸

草

原

と
、
主

に
カ

シ

ワ
か

ら
な
る
大
規

模
な
海
岸

林
が
続

い
て

い
ま
す

。

海

に
垂

直

に
海
岸

林

を
横
断

し

て

い
る
北

三

線

道
路

か
ら
、

砂

丘

を
観
察

す
る

と
、
海

側

の
第

一
砂
丘

に

は
、

コ
ウ
ボ
ウ

ム
ギ
、

ハ
マ

ニ
ソ

ニ
ク
群
落

、

つ
い

で

ハ
マ
ナ

ス
、

ハ
マ

エ
ソ
ド

ウ
群
落

等
、

小

高

い
第

二
砂

丘

の
影

に
は
地
を

這

う
よ

う

な
カ

シ

ワ
が
、

内
陸

部

に
行

く

に
従

い
、
次

第

に
高

さ
を
増

し

な
が

ら
広

が
り
、

そ
れ

に

エ
ゾ
イ

タ
ヤ
、

ア
ズ

キ

ナ

シ
、

ハ
リ
ギ

リ
等

、
落
葉

広
葉

樹

が
交

ざ

り
加

わ

っ
て
い
く
様

子
が
手

に
取

る
よ

う
に

わ

か
り
ま

す
。

海
岸

線

に
沿

っ
て
続

く
海
岸

草
原

を
、
私

は
密

か

に
、

石
狩

の
原

生
花
園

と
呼

ん

で
い

ま
す
。

特

に
、

エ
ゾ

カ

ワ
ラ
ナ
デ

シ

コ
の
開

花
期

に
は
、

丘
が

桃
紫
色

に
染

ま

り
ま
す
。

ま
た
、

世
界

一
と

言
わ
れ

る

エ
ゾ

ア
カ
ヤ

マ

ア
リ

の

コ
ロ

ニ
ー

も

こ
こ

に
あ

り
ま

す
。

し

か
し
、
近

年
、

牧
草

が
す

ご

い
勢

い
で

増

え

て
き

て

い
ま

す
。
ま

た
、

オ

フ

ロ
ー
ド

車

が
走

り

回
り
、
砂

の
露
出

し

た
道
が
何

本

も
出

来

て
い
ま
す
。
今

年
、

カ

シ
ワ
林

の
東

側

が
切

ら
れ
、

大
き

な
道
が

通

り
、

フ

エ
ソ

ス
が

張

り
巡
ら

さ
れ

ま
し

た
。

私

有
地

だ
そ

う

で
す
。
他

に
も
、
樹

海

の
な

か
に
資
材
置

場
が

あ

り
ま
し

た
。

内

陸
部

あ
れ

こ
れ

明
治

二
十

六
年

北
海
道

庁

が
、
花

畔
原
野

等

を
調

査
測

量

し
、

貸

し
付

け
地

の
許

可
を

は
か

っ
た
時
、

防

風
林
と

し

て
残
さ

れ
た
天

然
林

が
、

今

も
、
縦

横
、
斜

め

の
防

風
保
安

林

と
し

て
多
数

残

っ
て
い
ま
す
。

ど

の
防

風

林

も
余

り
人
手

が

入
ら
ず
、

原
野

だ

っ
た

こ

ろ
を

忍
ば

せ
ま

す
。
先

人

の
知
恵

と
行
為

に

敬
意

を
表

し
ま

す
。

そ

の
他
、

縄

文
時
代

の

土
器

や
石

器
が
発

見

さ
れ
た

も

み
じ
山
砂

丘

名
残

の
緑

地

や
、

石
狩
湾

新
港

建
設

で
、
海

岸

防

風
林

が
切
断

さ
れ

た
風

よ
け

と
し

て
、

十
七
年

前
、

内
陸

部
側

に
平
行

し

て
植
え

ら

れ
た
新

し

い
ヤ

ナ
ギ
類

の
防
風

林
も

こ

ん
も

り
と
茂

っ
て

い
ま

す
。
私

の
住

む
住
宅

地
、

花

川
地

区

に
も
南
、

北

二
本

の
天
然
防

風
林
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が
あ
り
、
春

の
オ

オ
バ
ナ

ノ

エ
ソ
レ
イ

ソ
ウ
、

秋

の
紅
葉

、

冬

の
野
鳥

等
、

身
近

な
自
然

と

し

て
住

民

に
親

し
ま
れ

て
い
ま

す
。

こ
の
防

風
林

は
、

保
安

林

と

し

て
団
地
造

成
時

に
も
残
さ
れ

て
き
ま

し
た

し
、
数

年
前

、

北
防

風
林

の
ヤ

チ
ダ

モ
が
大

量

に
切
ら

れ

た

と
き

や
、

町

に
商
店

街

か
ら
払

下

の
陳
情

書

が
出

さ
れ

た
時

に
も

住
民

に

よ

っ
て
守

ら
れ

て
き

ま
し

た
。

お
わ

り
に

石
狩

町

に
は
ま

だ

ま
だ
自

然

が
残

っ
て
は

い
ま
す

が
、

た

え
ず
努

力
を

し
続

け

な
け

れ

ば
、

い
つ
何
時
壊

さ
れ

る
か
わ

か
り
ま

せ
ん
。

所

在

は
書

げ
ま

せ
ん
が
、

今

年
、

天
然

の
ホ

タ

ル
を

見
付

げ
ま

し
た
。

所

在
を

書

け
な

い

理

由
は
、

人

に
知

ら
れ
荒

ら

さ
れ

て
し
ま

っ

た

地
域

二
箇
所

か

ら

の

ア
ド

バ
イ

ス
で
す
。

ホ
タ

ル
愛

好
家

が
、

自
分

の
地
域

に
移
植

し

よ

う
と
餌

に
な
る

カ

ワ

ニ
ナ

ご
と
持

っ
て
行

く

の
だ

そ
う

で
す
。

住
民

一
人

一
人

の
自

然

に
対

す

る
認
識

が
大

切

で
す
。
自

然

に

つ
い

て
、
環

境

に

つ
い
て
、

ま

だ
無
関

心
、

あ

る

い
は
あ
た

り
ま
え
だ

と
思

っ
て
い
る
人
達

に
、

す

こ
し

で
も
関

心
を
持

っ
て
も
ら

い
、

自
己

本

位

の
人
達

に

は
自

覚

を
促

し
た

く
思

い
ま

す
。

考

え

は
地
球

規
模

で
、
実

行

は
足

元
か

ら

と
言

わ
れ

て
い
る
よ

う

に
、

大

き
な
視

野

に
た

っ
て
、

し
か

し
、
家

庭

の
な

か
か
ら
、

地

域

の
な
か

か
ら
地

道

に
実
行

し

て

い
く
仲

間

を
増

や
し

た

い
と
思

い
ま
す
。

(
自
然
観
察
指
導
員

石
狩
町
在
住
)
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